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鉄鉱石の種類と生産量の推移

鉄鉱石とは経済的に冶金の目的に利用できる鉄化合

物のみが問題とされるのであって硫化鉄鉱類は除外さ

れるべきである.しかしここで製鉄原料用鉄鉱石と

してとりあつかうものとしては酸化鉄鉱炭酸鉄鉱

珪酸鉄鉱硫化鉄鉱(硫酸焼鉱)等が含まれている.そ

こでドイツの鉄鉱床研究者であるG.Einecke博士(19

51)は鉄鉱石について次のような定義を与えている.

｢自然に鉄鉱床を形成して存在する鉱物で比較的長期にわ

たって中断せずに銑鉄もしくは他の技術的に利用可能な諸

形態のものにまで加工され得るような性質および元素との

結合状態にある鉄を含有するものをいう｣

鉄鉱物

名称�化学成分�Fe%�比重�備
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針鉄鉱(GOethite)�Fe203･H20�6字･9�4.3�黄色～赤色

赤鉄鉱(亘ema砒e)�Fe203�70.O�4.9～5.3�赤色～黒赤色

マルタイト(Martite)�Fe203���金属光沢

��70,O�4,8～5.3�鉄黒色

磁鉄鉱(Magnetite)�FeO･Fe203�72.4�5.16～5.18�鉄黒色

菱鉄鉱(Siderite)�FeC03�48.2�3.83～3.88�磁性がある灰色～灰黄色

黄鉄鉱(Pyrite)����白色

�FeS2�46.5�4.95～5.10�淡黄色

磁硫鉄鉱(Pyrrhotite)�FenSn+1�61.6�4.5～4.6�黄赤色

�(n=5～12)�(S冒38,4%��時に磁性を有

�Fe11S12���する

赤色～黒赤色

灰色～灰黄色

時に磁性を有

すなわちこれを簡単にすると鉄を含有する化合物で

これが鉄製品に加工きでる材料とたればすべて鉄鉱石

としてとりあつかうということである.また品位から

みて鉄鉱石としては1910年第9回万国地質学会(ス

トックホルム市)の｢世界の鉄鉱石埋蔵量｣シンポジウ

ムにおいて最低含有鉄量はFe=25%と決めてい

る･実際には今日一般に鉄鉱石として利用されている

ものは平均Fe=50%以上のものが望まれイギリス

フランス･西ドイツ諸国の鉄鉱石は粗鉱でFe;25～

35%精鉱でEe吉38～48%位のものに海外の高品位

鉄鉱石(F･=60%以上)を加えて利用している.

日本では1935年頃までFe二55%以上のものが利用さ

れ戦時中の1944年頃はFe=40%位のものも利用され

たが今日ではFe目50%以上が標準となっている.

また砂鉄については百e=57%以上Ti02ユO%以下

含マンガン鉄鉱についてはFe(35%)十Mn(5%)

:40%以上が売鉱の条件となっている｡しかるに鉄

鉱床から産出する鉱石は鉄鉱物を単体として産出する

ことはまれでその大部分は他の鉱物と密雑して産出

するところから鉄品位は低くなり技術的方法(選鉱)

によって鉱石の中から鉄鉱物をなるべく多く濃集さ

せ鉄品位をあげるようにしなければならなくなる.

そこで前者を一般に粗鉱と称し後者を精鉱と称して

いる･そこで鉄鉱物としてはどのような種類がある

かについて紹介すると次のようになる

A)酸化鉄鉱物

①磁筆繊a･net'te)(F･=伽･)/1鱈瓢･)/

②赤稽､鮒t'te)(F･目6出94･)/1装繋劉

③マグヘマイト(Maghemite)(γ･Fe203)

④(δ･Fe203)

酸化鉄鉱物として一般に知られ天然に多量に産出す

るのは磁鉄鉱と赤鉄鉱であるがこの他に鉱物学的に

はヴスタイト(Wせstite)(FeO)(比重6.00)があり

これは人工鉱物として知られている(鉱侍中に生成されて

いる場合がある)･しかしこの鉱物は5鮒C以下で

Fe304とFeとに分解する性質がある.磁鉄鉱は金

属光沢～亜金属光沢を示し色は黒色～褐黒色を示し

条こん色は黒色である･磁性にとみ熔融｡点工59rC

である.産状としては岩漿分化鉱床ペグマタイト

鉱床接触交代鉱床熱水性鉱床広域変成鉱床多重

変成鉱床および漂砂鉱床(砂鉄鉱床)等の広範囲にわたっ

て産出する.その他に磁鉄鉱に類似するものとして

Magnesioferrite(Mg･Fe204)Frank1inite(Zn,Fe2

04)Jacobsite(Mn,Fe204)Trevorite(Ni恥204)α一

Vredenburgite(Fe,Mn)30件Vredenl〕urgite(Fe,

Mn)304,等が知られている｡赤鉄鉱は金属～亜金属

光沢を示し色は銅灰色～紅赤色で条こん色は赤褐色で

ある.磁性はなく熔融点は1350～13鮒Cである.

しかし一般に土状(赤色ベニガラ色)を呈して産出する

ものは粘土を含み雲母光沢を示しいわゆるOcherous,

と称せられ金属光沢を示すものはその産状によって雲

母状板状繊維(放射状)を呈するものなどがある.

そのためにその産状によって別名として錬鉄鉱または雲�
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母状赤鉄鉱と称せられているものがある･ただし鉱物

学的にはEe203にはα,γ,δの三種の同質異像があり

α･Fe203は赤鉄鉱γΨe203はマグヘマイトでδ丑e203

は人工的に存在が知られているが鉱物名がない.マグ

ヘマイトは硬度5で色は褐色条こん色も褐色であ

るが磁性は磁鉄鉱と同様に強く275.Cで赤鉄鉱に変

る性質がある.またδ･Fe203はuOTでα･Fe203

に変る性質がある.産状としては熱水性鉱床海底

火山噴気一堆積鉱床堆積鉱床露天化残留鉱床等に産

出する場合が多い.また磁鉄鉱がマルタイト化に

よって赤鉄鉱になる場合もある.またマグヘマイ

トは一般に磁鉄鉱の変質あるいは鱗鉄鉱の脱水作用に

よってできるといわれている.しかし現在世界の主

要な鉄鉱床は縞状鉄鉱床から産出しその鉱石は赤鉄

鉱からなっている場合が多い.なお近年加水磁鉄鉱

(且ydromagnetite)加水赤鉄鉱(Hydrohematite)の存

在も知られてきた.

B)含水酸化鉄鉱物

①針鉄鉱(Goethite)(HFe02)(α一Fe203･H20)

②鱗鉄鉱(Lepidocrosite)(FeO(OH))(7-Fe203.H20)

③(偉･Fe203･H20)

従来褐鉄鉱(Limonite)と称せられてきた黄褐色～褐

色の非晶質恋鉱物は近年の研究によってこれは針鉄

鉱であることがわかり今日では褐鉄鉱という呼び名は

むしろ鉱石名または商業的な名称にすぎなくなった.

したがって従来Fe203とH20の比をもって褐鉄鉱

の分類がおこなわれた時代の例を下記に示すと次のよ

うになる.

鉱物名�化学組成�Fe%�H20�

���%�比重

�■�■1��一

Turgite(turite)(加水赤鉄鉱)�Fe203･%亘20�/鮒･･�5.3�4.3

Hydrohematite(〃)�〃���

Goethite(針鉄鉱)�Fe203･且20�62.90�10.1�4.2

Lepidocrosite(鱗鉄鉱)�〃�62.90�一�411

Hydrogoethite(加水針鉄鉱)�Fe203･4/畑20�一�13�3.7

Limonite(褐鉄鉱)�Fe203･3/2H20�59.80�工4.5�2.9

Xanthosiderite(黄褐鉄鉱)�Fe203･2H20�57.10�18.4�2.7

Limnite(一)�Fe203･3H20�52.30�25.3�218

Esmeraldite(一)�Fe203･4H20�■�31�2.6

�

�

�

㌷

㈹

㈷

㈸

㈶

したがって今日では褐鉄鉱は鉱物としてはFe203･

H20として存在しこれには針鉄鉱と鱗鉄鉱の同質二

像があることもわかった.しかし最近になってまれ

であるがいままで人工鉱物としてしか存在しなかった

β･Fe203･且20が天然に存在することがわかってきた､

針鉄鉱(F･･O･=89･86%H･0=1O･14%)は.一般に黄褐

色～赤褐色を呈し条こん色は黄色で結晶質なものか

ら土状の非晶質のものまであり硬さは5～5･5で比重

は4･28(結晶質)～3･3(非晶質)までにおよんでいる.

しかしこの鉱物も熱することによって脱水し赤鉄鉱に変

るし硫化鉱物が酸化して生ずるのもこの針鉄鉱であ

る.麟鉄鉱は両者に比べ天然に産出することは少な

いが一般に色は赤橦色で異方性が強く硬さは針鉄

鉱と同じで比重も4.09土0.04で条こん色はオレンジ

色を示す.天然に産出する場合は不安定である.

そしてこの鉱物は熱することによって脱水し一度γ･

Fe203になりそれからα･Fe203になる.産状とし

ては前述したように火山性起源化学的沈澱鉱床非火

山性起源化学的沈澱鉱床露天化残留鉱床などにみられ

る.すなわち今日褐鉄鉱とよばれる鉱石は針鉄鉱を

主とするがこの他に産状によっては鉄明ばん石(K.

Na)20.3Fe203･4S03･6亘20アルミナスゴロド石(Fe,

Al)AsOぺ2互20ストレンジ石(FeP04･2H20),カコ

クセ石(FeP04･Fe(OH)畠･4%H20)スコロド石(Fe

A･0｡･2H.0),藍鉄鉱(F･｡(PO｡)｡･8H.O,等の鉱物を含

有して産出する場合もある･そのために褐鉄鉱々床

には製鉄用原料としてきらわれるAs,K,S,Pの混

在が問題となる.また鉱石の産状として塊状と粉状を

なすものがあり粉状をなすものは黄土原料として製

鉄用以外の顔料カラｰ･セント用クレヨン原料用

脱硫･脱塩素用の触媒剤グラビヤ用に使用されている.

C)炭酸鉄鉱物

①菱鉄鉱(Siderite)(FeC03)Fe=48.20%

C02目37.9%

これは一般にSpathicironoresと称せられ方解石

マグネサイト炭酸マンガン鉱の同質異像鉱物であるた

め若干のCa,Mg,Mn分を含むことが多い.色は灰

色～白色を呈することが多く比重は3.83～3.88位であ

る.鉄鉱床としては低品位で平均Fe=40%土であ

る.しかし一般の産状としては層状鉱床(堆積鉱床)

にぞくする爽炭層に伴う場合とか先カンブリア系にぞ

くするスｰペリオル湖型の縞状鉄鉱床あるいはジュラ

系にぞくする魚卵状鉄鉱床(ミネット鉱)に含有される

ことがある･この炭酸鉄鉱は品位向上のために一度焙

焼してから高炉用の鉄鉱石原料となる･北アメリカで

はカナダのアルゴマとアメリカの東テキサス地方の菱

鉄鉱山がLoneStarStee1会社によって開発されてい

る.この他に欧州ではイギリス西ポイツでも利

用されている.�
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D)含マンガン鉄鉱

この合マンガン鉄鉱(Mangaヵiferousir㎝ore)ぽ

その主体をなすものは赤鉄鉱磁鉄鉱でこの酸化鉄鉱物

の中に若干のマンガン分をふくむもので日本ではMn

1～10%位までを合マンガン鉄鉱と称している.一般

に鉱石はペニガラ色から黒チョコレｰト色を呈する珪酸

質鉄鉱石であるが硬く比較的重く石灰とマンガンを

含むので鉄鉱后としては低品位であるが近年利用され

るようになった.構成鉱物としては赤鉄鉱磁鉄鉱の

他に燐灰石(Apatite)ペメント石(Bement五te)ペンヴ

ィス石(P㎝withite)ブラウン鉱(Braunite)ビクスビ

鉱(Bixbyite)を含むものであるが多重琴成鉱床であ

る阿武隈地方の合マンガン鉄鉱床では鉱石中に赤鉄鉱

磁鉄鉱の他にビロクスマンシャイト(Pyroxmangite)

マンガン灰鉄輝石(Manganhedenbergite)バスタム石

(Bustamite)ウルバン石(Urbanite)マンガン柘榴石

(Manganese-gamet)等が含有されている.次に商

業的に用いられている鉄マンおよびマンガン鉄の定義は

吉村豊文の発表(日本のマンガン鉱床P.147～142.1952)

によると次のようになっている.

a)鉄マンガン鉱(鉄マン)Mn=15%以上Fe:25%以

上Fe≧Mn,CaO,P少量の場合

1〕)マンガン鉄鉱(マンガン鉱又は合マンガン鉄鉱)Mn

=15%以下Fe=25%以上Fe>Mn,CaO,Pが多い

この場合Mn=25%以上をマンガン鉱としてとり

あつかう.また合マンガン鉄鉱の売鉱条件としてはEe

+Mn=40%以上が規準となっている.

現在出鉱中の合マンガン鉄鉱の分析値

䙥���┩倨┩�┩卩�╃�─

国力鉱山(北海道)34.5611,520-8エ50.0657,405.09

仁倉鉱山(北海道)35.5510,200.9340,041ユ7,505.23

国見山鉱山(高知)24曲⑪016,640.5000.3016,005.10

(資料:富士製鉄分析)

E)硫化鉄鉱

1)黄鉄鉱(Pyrite)(FeS2)(Fe:46.55%,S=5345%)

2)磁硫鉄鉱(Pyrrhotite)(FenSn+1)(FenS12,

Fe目61･6%,S=38.4身6

この硫化鉄鉱は直接鉄鉱資源として使用するのではな

く先ずS分を除去した残りを鉄鉱として使用するもの

でこれを一般に硫酸涛または硫酸焼鉱(Pyritecinder)

と称している.この鉱物は硫化鉱物鉱床には多く産出

するものであるがこれを含む有用金属資源Cu･Zn･

Pb等は選鉱によって回収しその残りが硫化鉄精鉱と

して化学肥料工場におくられ硫酸製造の原料となる.

この場合黄鉄鉱はS分が高く硫酸原料としてじゅうぶ

んであるが磁硫鉄鉱はS分が低くFe分が高いので

戦前は利用されなかった･また鉱床によっては磁硫鉄

鉱中に0･4～0･7%近くのCu分を含有するためこれ

を脱硫した焼鉱は製鉄用としてはよろこばれなかった

が戦後久留島秀三郎の研究によって流動焙焼法の

製錬方式が輸入されFe分の高い磁硫鉄鉱が利用され

るようになると同時にパｰコレイション式脱銅法も完成

し製鉄用資源として焼鉱が利用されるようになった.

■洲)舳%)=S(%)C･(･)lA･･i1王)

ぐ叢箏1111;l11升11;ll:

(東亜合成化工業名古屋工場)

この硫酸焼鉱の利用は日本ばかりでなく西ドイツ

フランスアメリカ等で盛んに利用されている.この

他に日本では銅製錬のさいにできる銭を回収しもう

一度浮選を行ない銅精鉱と鉄精鉱(F･=58.88%,Cu

=O.168%,S=1,020%,Zn=O.132%)に分けて製鉄所に送

鉱している(日本鉱業日立製錬所がこの例である).次に

製鉄用鉄鉱石は大別して塊鉱(35～40mm以下)と粉鉱

(10mm以下)にわけられ塊鉱はそのまま高炉に装入で

きるが粉鉱は一度造塊(Agg1om･･ation)して高炉に装

入しなければならない.これらの粉鉱資源とされる

ものに砂鉄硫酸焼鉱粉状鉄鉱石平炉津ミル･ス

ケｰル等がありこの造塊されたものを一般に焼結鉱

と呼ぶのである.焼結鉱をつくる方法としては①焼

結法②ペレタイジング法③団鉱法④廻転炉法と

あるが現在一般に利用されているのは①が多く②の

方法はアメリカスエｰデン等が第二次大戦後の研究

によって完成し日本でも川1崎製鉄千葉製鉄所日立

金属安来工場がこの技術を導入して製造している.こ

のペレタイジング法は元来微粉状鉱(270～300メッシュ)

の処理を目的として始められたものである.最近はこ

の焼結鉱の利用は盛んとなり高炉装入原料の約65%

近くもしめている.これは焼結鉱をつくるときに石

灰石(10%)を入れて自溶性焼結鉱とするために高

炉操業上出銑能力がよくなるためである.とくに戦後

は,原料の晶質管理粒度調整等の事前処理が組織化し

オｰトメｰション化してきた.その処理系統図を示め

すものが次の第44表である.

①

②

③

石灰石*

�

硫酸焼鉱

㈷

㌱

㈷

自溶性焼結鉱製造における原料配合率(%)

海外鉄鉱

�

㌳

㌳

砂鉄

�

�

�

平炉清

国内鉄鉱

ミル･スケｰル

�

�

小計

�　

�　

�　

返り鉱

�

㌸

㌴

コｰクス粉

㌮�

㌱�

㌮�

*眉灰石は5叫㎜～100メッシュでドロマイ下でもよいといわれている

水分

�㌀

��

��

平均粒度

㈮��

㈮��

3.1m㎜

(資料:八幡製鉄所)�
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鉄鉱石事前処理

毘

｣鉄腕銅硫酸焼鉱

一女牙一リ},

壮鉱原料鉱

これをみてもわかるように昭和時代に入るとその

生産量は急激にのびていることがわかる.次に各時代

ごとの鉄鉱層生産量と稼行鉱山数について比較してみ

ると下記のような表ができる.

日本の鉄鉱山産生産量品位および稼行鉱山数

固鉱法

繍法

.レタイジング手'

冊1叩岬1111相

ボ

1此澁1

㌣

空

岨∫｣1

↓

鋤旧1叉阯

脚川1て個

'油

↓

粉鉱

十

1#市1〃工脹

醐㈱.

斗

砂旗

七三神L,ト

帽=1一クエ

“脈{I

焼結炉

ユ･,'}u{ト式

グリ'十■坤“式
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重

油

固鉱囲

焼締鉱
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ペレ･パ鈍

第44表鉄鉱石原料処理系統図

さて次は生産量の推移であるが日本の鉄鉱山は

過去86年間(1874～1960年)に延べ307鉱山によって

約33,611,000トン(精鉱)の鉄鉱石が生産された.

1既知鉱山数1開発鉱山数1未開発鉱山数

･1･1･;･(鰐串2髪)1…

j･･抑,…1ン1

時代�稼行鉱山教�生産最(精鉱)�平均品位(Fe%)

嶺��トン�

�㌵�������

�㌶��㈰����

�㌷�������

�㌸�������

ユ939�22�792,604�53

1940�壬6�1,010,167�52

ユ94ユ�57�ユ,2521669�51

19辺2�74�1,796,498�50

ユ943�102�2,510,047�48

ユ94里�147�3,003,476�49

1945�142�1,6紙922�48

���������

ユ947�55�496,440�51

19里8�41�558,475'�52

ユ949�45�760,994�51

���〉�����

ユ95ユ�76�911,782�52'

ユ952�80�1,071,054�52

�������㌱��

����������

���������

ユ956�66�1,086,086�59

ユ957�61�1,153,056�53

��������㌉�

���〉������

ユ960�49�ユ,286,709�53

�浜1935隼まで主として釜石鉱山と��

浜1935年まで主として釜石鉱山と

倶知安鉱山の2鉱山で生産されていた

(本邦鉱業の趨勢よリ)

回本鉄鉱山開発状況と生産量の変せん

1874～ユ960

(総生産量)

ところが日本では鉄鉱石資源としては鉄鉱石ばかり

でなく砂鉄硫酸焼鉱も利用されているのでこれら

の資源が今日までどの位利用したかを次の表に示す.

ω工908-958までに発見された鉄鉱山数(通産省鉱山製錬所泰業所別生産統計年擢かb作成〕

ω1908-1958までに稼行された延べ鉱山数とそ

の総生産灰15〕戦後(19{6以後)断に発見され稼行された鉱山

1311944{日本の最高生産最の年)だけ稼行された数と総生産最

鉱山敬とその総生産亜1611946-1958の剛二稼行された鉱山数と総生産

ω戦時中(螂1一工945)稼行した鉱山数七その総級

生産景17〕1958年の稼行鉱山敏とその生産最

そこで地域別にその生産量の変化をみてみると次

のようになる.

地域別および時代別にみたE1本鉄鉱山の生産量の比較

�������一峰位ト/)����

�ω�12〕�13〕�ω�151�161�ω����

北海道�149�8,617,O⑰⑪�⑱824000�⑳3093000≡�⑳�513000�⑳�2937,OOO�⑰317,OOO�⑬�

東北�196�15797000�⑳1360000�⑲5090000�■�⑫�410000�⑳�5157,000�⑳563000�⑭

関東�71�3.393000�⑳337000�⑩?52000�⑭�170000�⑮�2617000�⑳167,OOO�⑦�

中都�66�1667000�⑳288000�⑳806000�⑳�58000�⑫�653000�⑳28000�⑧�

近畿�27�102000�⑫13000�⑤62000�⑥�14,OOO�⑤�15000�⑦240�①�

中国�u1�535000�⑭83000�⑮170,000�⑳�42000�⑫�359000�⑳31000�⑨�

四国�55�151,000�⑮23000�⑧46000�⑧�21000�⑤�89000�⑧15000�③�

九州�66�265000�⑳73000�⑱178伽O�⑭�2500�⑤�μOOO�⑱�o�一

合言十�741�30.529000�⑭3001000�⑲1019?OOO�⑱�1230500�⑲�11871000�⑱1121240�⑯一�

����ω工9081958までに発見された鉄鉱山激(通産省鉱山製錬所泰業所別生産統骨���年擢から作成〕����

1国内鉄鉱石1砂鉄1i硫酸焼鉱柵1輸入鉄鉱1合

計

(線鵜)1･･仰刈㈱μ:･･凧…j1･･概仰■･1･慨禰

ホ砂鉄(明治37～昭和35年までの生産量)(単位トン)

舳硫酸焼鉱(大正15～曜和34年までの生産量)この内高炉用と

して使用したのは総量17,111,516トンである

この生産量を時代別にわけてみると

移がよくわかる.

その生産量の推

日本の鉱石別総生産量比較(単位トン)

時代別

(明迫｡舞)

(大岳)

(昭誓｡鐸)

期間

38年間

15年間

34年間

総生産量

国内鉄鉱石

��住　

���〰　

㌰�㈸�〰

����〰�

砂鉄‡

����

㈱���

�����

(9･823･644)i

硫酸焼鉱

　

304,784榊

㌲����

��〰���

輸入鉄鉱層

���〰　

����〰

工24,459,000

(ユ38,594,000)

(資料:本邦鉱業の趨勢から編集)

#砂鉄の明治時代は37～44年までの7年間の統書十

洲大正ユ5年だけの生産量を示している､

�地理的地方区分�戦前�戦時�戦後�

��1892-19{O�1941-1945�1946-1959�含討

�東部地区�2,700�99,415��

北海道�西部地区�2,574,399�2,993,649��渚署1〕1;;1景

�(小計)�(2,577,⑰99)磁�…(3,093,064)⑳�(3,235,O17)⑰�(8,905,180)⑱

����■�

�東北地方�5,587,006⑩�5,088,207⑫�5,734,022⑬�{ユ6409235⑳

�関東地方�3,150⑤�347,701⑪�2,130,429⑳�2,481,280⑳

�中部地方�227,862⑨�1,209,629⑳�1,328,335⑮�2,765,826⑳

���一一一一.�■�一

�近畿地方31,973③����100794⑰

����､l11蓑1蓑一鎌1�

�中国地方16,8{5④����566,668⑭

�����舳

�四国地方!158i0④��47姻9③�102,ユ1I⑧.■`一一�ユ65,仙0⑯

�����i一

�九州地方i�44,255⑱�178,938⑭�44,205⑬�267398⑳

�(合計)����

��楽｡印のは延べ鉱山籔を爪す���`単位:ト')

1単位･トン)�
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この表でもわかるように東北地方がもっとも多くつい

で北海道関東中部地方の順になっている.そこで

これをさらにくわしく分析してみると次のような表が

できる･すなわち昭和19年の一年だけで約300万ト

ン採掘したのであるからこれが日本の最高生産記録と

みてよいであろう.次に日本の鉄鉱山の1鉱山当りの

生産した鉱量について計算してみると次の表に在る.

1892～1958

今までに1,OCΩ万トン以上採掘したもの

500万トン以上

100万トン以上

〃50万}ン以上〃

〃20万トン以上"

〃]O万トン以上〃

鉱山数

�

�

�

�

�

�

これをさらに各鉱山別にしめすと次の表ができる･す

なわち日本では過去に1,000万トン以上採掘したのはわ

ずかに1鉱山で100万トン以上としてもわずかに3

鉱山しかないので日本の鉄鉱山の規模とその生産量

がいかに貧弱であるかおわかりと思う.(第45表)

第45表過去80年間に生産された日本の鉄鉱山性産量規模

鉱山名�採掘期間採掘年敏��総生座屋(精鉱〕

釜石1磁)�1892-1958�66�13,346,949トン

倶知安(褐)�1920-1958�40�4,765,473

群馬(･)�1944-1958�ユ5�1,919,054

徳琴磐(ψ〕�1941-1958�18�1,109,144

諏訪(ψ)�1937-1958�22�846,952

赤谷(赤)�1940-1958�19�827,544

一一���

国力(合マンガン鉄)�19似一1958�17�337,436

和賀仙人(赤)�1940-1958�ユ9�317,222

秩父(磁〕�1941-1958�18�294.436

上書茂別(縄)�1939-1953�9�271,477

仲洞爺(ψ)�1932-1958�20�260,815

松尾(ψ)�1943-1958�8�255,147

蓬来高松(ψ)�1939-1958�ユ8�231,358

赤沼(･〕�1940-1957�ユO�217,529

�磁(磁鉄鉱)赤(赤鉄鉱禰(褐鉄鉱〕含マンガン鉄`含マンガン鉄鉱〕��

磁(磁鉄鉱)赤(赤鉄鉱)禰(褐鉄鉱)含マノカノ鉄(合マノカ/鉄鉱〕

ができる.

この表をみてわかることは今までに総生産量におい

て1万～5万トン位を出鉱した鉄鉱山は全国的に分布し

10万トン以上も出鉱する鉄鉱山は主として北海道東

北関東地方に多いということになる｡ではこの総

生産量を県別にみるとさらに鉄鉱山の分布がはっきり

してくる.

県別にみた日本の鉄鉱石生産量比較

(削立トン､�������

(地域別)�(県別総牛帷雌〕�1冊�}発�(含�討)�閉�炎

11908一工958)�鉱山激�鉱山激�����

1.北海逝�8,905.180�(68〕�8,905.1801一'一■一�(68j���

1一■北�'�■'227,135�'1�1���

2｡'東�蒔�擁�(13〕����

砦�季14,645,407�(23〕�����

宮�城�1,187�(1〕����

秋�田�617,942�(20)�16,411,235�(86)��

山�形�260,225�(5〕����

緩�.1誌�659,339�(24)����

一一1一■一一�1''1一一1�･一}�����

3.1瑚�束�群�.喝2,醐,211�(14)���

栃�木�2,097�(2)����

埼�玉�324,827�(2)�1一�(19)��

束�京�145■11■'`,一11�(1〕����

'111�■一'������

4.中�部�新�潟1,u67,5飼�(4〕���

禰�刀･�9,222�(2〕����

1岐�卑�255,595�(11〕�2,765,826�(州��

』忌�野1,384,059;�(24)�����

1脈�胴�49,386�(3)����

5.近�畿�呉�庫�76,2路1�(4〕��

奈�浪�5.9873�(5〕����

滋�銚�110,367!�{1)�}�100,794�(11)�

二�兎������

一一一一�8･186L(1)������

6.中�国�山�口�262,9坐�(1幻��

脇�根�ユ40,960�(13)����

広�･鳥�95,748�(6)�丑�566,668�(42)�

1祠�山�67,Oユ5�(9)����

7.四�凶�愛�膿�23,592�(5〕��

I疵�知�79,572�(8)�}�132,816�(15)�

徳�.鴨�9,O02�(2)����

8.九�州�福�1制�9,647�(9)��

佐�賀�1�(1)����

炎�崎�22.182�(2〕����

熊�本�168,48?�(8)�267,398�(28)��

宮�崎�65,728�(5)����

鹿児.鴇�1,353�(3)�����

(合�計)�31,631,397�(313〕����

……{卸:l11独は獺ぺ〃事一｡Iミ･』1�������

…≡鋤11微は延､救を･ハ{

さでこのような1鉱山の生産規模を地域別にみると

どのような結果になるかというと下記に示すような表

過去50年間における鉄鉱山の規模別生産量の比較

以上のように今まで鉄鉱石を生産したことがない県

は茨城千葉神奈川富山石川愛知山梨大阪

京都和歌山鳥取香川大分の13府県であるがこ

れらの諸府県は反対に砂鉄または硫酸焼鉱を多量に生産

しており(山梨県石川県香川県を除く)おもしろい現象

である.次に鉄鉱石の種類別にした使用量をみると

日本では褐鉄鉱と磁鉄鉱が多い｡(第46表)

(単位:トン〕

��1鉱山当りの総生産最区分(1908-1958)�北海道�東北�関東�中都�近畿�中国'1�四国■一'`�九州�全国計L

�A�今迄に100万トン以上出鉱した鉱山の総計�5,877,599②�3,346,949①�1,919,054①�一�一�'�一�一�21,143,602

�B�今迄に100-50万トン･�一�■�827.5似①�別6,952①�■�一�一�F�1,674,496

�G�今痘に5ト20万トンψ�1,144,039④�803,727③�294,436①�`�一�一�一�一�2,242,202.

�D�今迄に20～10万トンψ�812,654⑥�842,O刎⑥�'�139,861⑪�一�289,504②�一�ユ60,613①�2,2μ｡656

�E�今迄に10}5万トン.ψ�\0･689⑤�2851449④�ユ8?,632③�381.8貫1⑤�`�67,596①�70,984①�64,百98①�1,399.199

�F�今迄に5-1万トンψ�278,653⑫�311,218⑭�125,615⑤�242,130⑨�80,803③�ユ19,O02⑥�43,685②�12,ε58①�ユ,21き,964

�G�今迄に1～0.5万トンψ�28,269④�69,975⑨�.�36,211⑤�7,470①�.19,962③�14,324②�14,613②�ユ90,82里

�H�今迄にξOOト1,600トンψ�66,794⑰�似,062⑳�36,935⑭�20,845⑨�工1,2島8⑥�33,447⑫�21,214⑦�9,895⑤�2仏480

1�一'I'�'I苓迄に1,00ト500“ンψ�2,630④�4,925⑦�1,395②�2,3馳③�750①�4,δ97⑤�一�693①�17,384

��吟迄に500-lOOトノ出�760④�2､割6⑧�723③�1,167④�1芋36①�1,180⑦�1,040③�2,6蘭⑳�lO,l14

一`�.x�一合迄に100トン以下.ψ�90②�16工②�98②�ユ08②�82①�220⑤�■�119⑤�878

��(合計〕�8,552,177⑮�15,710,836⑳�3,393,432⑪�1,671,519⑲�101,629⑩�535308⑪�151247⑮�266451⑳�30381799⑳

蝋｡内の数字は逓ぺ鉱山数を添す�
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錦46表落本の鉄鉱石種別生産量の比率(砂鉄硫酸焼鉱をふくまず)

�磁鉄鉱����

'一'1'■■■一�■一一一一■�赤鉄鉱1���

��■■���

昭和28年�35.3%�5.5%��含二三;㌣芒汁1;1､�

ψ29"�36.8%�4.7%�3.3%�55.2%�ユ00%

430〃�38.8%�5.1%�3.5%�52.6%�100%

"31〃�37.8%�4.8%�4,9%�52.5%�100%

ψ32ψ�39.0%�6.0%�5.5%�49.5%�100%

����`砂鉄硫破焼鉱をふくまず1㈱i碩N｡.利カ･ら｣�

第47表アメリカの高炉用鉄鉱石種別の使用率

No利カ■｣

㌔＼

��

��

��

赤鉄鉱

���

���

���

褐鉄鉱

��─

�㈹─

��─

磁鉄鉱菱鉄鉱

�㌸����

��┰���

1.50%一

流敵燐鉱

��─

��─

北関東および中国地方にかぎられている.(第48表)

またこの鉱石種別についてさらに粗鉱品位の変遷をみ

てみると第49表のようである.

すなわち鉄鉱石の品位(粗鉱)は漸次低くなりつつある

ことはこの表をみでもわかる･とくに磁鉄鉱を主とす

る鉄鉱石に多く合マンガン鉄鉱は鉱石の性質が一般

の鉄鉱石とことなりFe+Mn=40%以上が採掘対象

となっているので初めから鉄品位は低いのである.

最後に現況における日本国内の鉄鉱石と砂鉄の生産を地

域的にしたのが第50表である.

〔資料:Mi冊roloY蝕r』ookから〕

これをアメリカの場合と比較すると第47表のようで

赤鉄鉱が多い｡､これは縞状赤鉄鉱を多量(海外鉱も同

様である)に使用するからであろう.(第47表)

次にこれらの鉱石種別区分が地域的にどのような特徴

をもちまた日本の鉄鉱石の最盛期1944年と最低潮の

1946年と近年のユ957年とについてはどのような状態に

あったかを比較してみた.これでみると褐鉄鉱はどの

地域でもみられ戦時中はどの地域でも開発されたが

戦後の磁鉄鉱含マンガン鉄鉱は地域によってことなる

ことがわかる.すなわち合マンガン鉄鉱は北海道と

四国が戦後に残ったのみでありまた磁鉄鉱も戦後は東

第48表日本の鉄鉱石種別の生産量推移(粗鉱中の含有量)

北海道東北地方および関東地方が圧倒的に大きな割合

いをしめしていることがよくわかる.次に鉄鉱石と砂

鉄を鉱床型式別に分類しその生産量を地域別にみたも

のが第51表である.鉄鉱床は接触交代鉱床が全体

の64%をしめ砂鉄では打上げ砂鉄が77%をしめ

ていることがわかるが鉄鉱石はしだいに接触交代鉱床

から産出する鉱石が多くなるであろうし砂鉄は段丘砂

鉄が多くなるであろう.

鉄鉱石と砂鉄の主要産出鉱山一覧表とその生産規模を

第52表と第53表に示した.また戦後の鉄鉱石と砂鉄

の生産量の変遷とアジアおよび全世界の鉄鉱石生産量

との比較の意味において第54表を作成した.

���������������(単位:トン

��磁鉄鉱���赤鉄鉱���合マンガジ鉄鉱���禰鉄鉱���合計�

(局別)�1944(19)�1946(21)�1957(32)�1944(19)�1946(21)�1957(32)�1944(19)�1946く21〕�1957(32)�1944(19)�1946(21)�1957(32)�1944(19)�1946(21〕�1957(32)

北海道�O�｡0�9,333�0�O�12,043�6,375�410�171059�421,781�241620�140,597�428,156⑳�25,030⑫�179,032⑳

東北�598,021�41,284�327,063�26,151�3,043�2.042�14,324�1,434�393�g7･191�13,922�57.051�735,687⑰�5日､683⑳�386,549⑯

関東�15.792�2,854�40,586�51,577�22,711�20,925�8,284�O�O�99,328�32.820�81,304�174,981⑫�58,385⑩�142,815⑥

中都�13,308�11728�O�O�O�O�o�O�0�102,526�14,428�2P,132�工15,834⑳�16,156③�20,132⑧

近畿�2,002�O�0�3,078�O�O�336�411�0�O�O�o�5,416④�411②�O

中国�5,174�679�18,324�64�24�O�2.881�O�O�29,℃19�20,243�1,264�37,138⑲�20,946⑥�19,583⑦

1四国�0�0�60�0�O�O�7,38{�0�3.631�o�o�O�7,384⑧�O�3,691②

九州�O�0�O�O�O�O�122�O�O�31,118�11,013�o�31,240⑧�111013⑤�O

�藁｡の�の激`i'は鉱激を芯す����������(;�産省鉱山製�蜘折洲泌繍牌俄から)�

第49表

日本の鉄鉱后種別にみた粗鉱品位別生産量

(粗鉱中の含有鉄量､

獅r洲帳統納俄から)

�����������冴垂†'■己岳葦����

���������������(単位:トン)

��鉄鉱石'一■.'''I1ユ'1一一一^■194419型619517���磁鉄鉱���赤鉄鉱���合マンガン鉄鉱���縄鉄鉱�

粗鉱品位別����ユ9壬生�1946�ユ957�1⑤44�1946�ユ957�ユ94{�ユ946�ユ957�1944�ユ946�1957

Fe20%以下�ユ83�317�一132742�O�0�1327{2�O�O�O�183�O�O�o�317�O

25-29.9%�20.346�O�O�347�O�0�0�o�c�15248�o�'0�4ウ{1�o�0

30一割.9%�35.076�1030�230373�453�98�224940�O�.o�O�3369�863�5433�312艶一�69�0

35-39.9%�.25774�1509�406{2�456�o�3,975�3078�O�0�3003�352�15257�王9237�1工57�21,410

40一似.9%･�717.791�66799�7405�584559�41295�4蝸4�26151�'3043�2042�7059�950�O�エ00022�21511�909

45-49.9%�28506工�39309�ユ33183�3227�2618�ユユユ05�5ユ525�羽�0�92脳�90�o�221015�14885�工22078

50一別.9%�429,387�80038�168601�28720�1702�9333��守��1125�0�393�399426�78336�137960

������㈱�㈳���㌷�〵㌳�������㈵���㈵�����　

60一触%�6002�240�12214�6･002�240�60�o�O�12043�O�o�0�o�O�111

(合酎)�1,535,836�191,5触�751.807�6銅297�46545�395366�80870�25?78�35010�39706�2,255�リ1.083�780,953�116986�300348

第50表

日本の鉄鉱石と砂鉄の地域別生産量比較

{繍鉱亜､i960単位:トン)

眩漱1

鉄鉱石

砂鉄

合計)

比率)

北流道

㌰�㈴�

����

���㌀

(比率)

(劉%〕

(66%〕

�〰┩

�㈥�

東北(比率)

�����┩

575,892(47%〕

�㈳��㈨���

(43φ)

閥東

郷,74母

㌰���

���　

(比率)

���

�㌥�

(100%〕

(21%〕

中部

��　

　

��　

(比率)

(100%〕

�〰┩

近畿

㈬㈷�

㈬㈷�

(比率)

�〰┩

�〰┩

中国1

3み6861

���

���

(比率)

���

���

笱〰┩

�┩

四国

���

���

(比率)

αoo%〕

�〰┩

九州

��㐧

���

���

(比率)

(2%〕

(98%〕

�〰┩

�┩

合計

�㈸�㈴�

�����

㈬����

(比率)

���

���

�住┩

�潯┩�



一66一

�����������概般鰍1蝋』.:トン)�����

�鉱床分類�北海逝�束,1ヒ��1瑚束�中部�近畿��11･岡�四国�九州�`合叶〕����

�1〕接触交代鉱床�1工､9n2�536,M3��127.172�620�】.5島6��31.09]�一�1･07{�709,588����

鉄�2)熱水性鉱床�lOI285�■��i�一��685�■�一�一�]O,970����

�3〕化学的枕澱鉱床������������←���

��228.559�118,1:姻��MS.066�■����������

鉱�������一��一�一�一�柵4.7院����

�4)露天化残惣鉱床�一�一��一�1.3uu�一��1,595�一�一�2,895����

石�5〕海底火山嚇気性一雄倣鉱床��������������第51表回本の鉄鉱床および�

��柵,犯9�1,809��■�一�一��一�9.730�一�61.038����

�6)広域変紋鉱床��一��315101■一u1�i����礼柵3��7,993���砂鉄鉱床の型式別�

��一一■1�����一��一��一�����

���������

�{小鮒〕�300,245�656,090��278,748�1,920�2,271��32,686�コ4.213�1,07司�1-287.2析���地方別生産量の比較�

�工)打上げ砂鉄(凍液囑)�591,638�255.887��286,929�一����������

砂�������一��3,653�■�靴791�i,205,畠98����

�2)段丘砂鉄1洪繊層〕�一�320,O05��22.u,3�一�一��■�一�一�3･12,018����

�3〕山砂鉄1風化型〕�■�一�������������

鉄�����一�一�一��･'､9』8�一�一�419｣8����

�4)海底砂鉄�一�一一'1一��■�.�'��'�一�ll,022�11,022����

�一'1小射〕���■■��1����������

��594,6説�575,892��308,942�U��o�86㎝�O�75,813�1,563,B86����

����������������(単位:1･ン)

�����������鉄鉱山名�空襲(越)��品位1Fe%�鉱石種�(地方別)

�����������■'山一���1一'一�L''一一^�一'

��第52表日本の鉱鉄山の生産規模(ユ960)���������1.釜石鉱山��473,195�(59%)�(磁鉄鉱)�(岩手県)

�����(湘鉱亙馴立1トン〕������2.群馬ψ��104,058�(51%)�(褐鉄鉱)�(群馬県)

�生産規模別(年間)��鉱山数���総生産量�����3.伸洞爺ψ��88目382�(51%)�(ク)�(北海道)

�40万以上��1���473,195�����4.秩父ψ��65,02ユ�(54%)�(磁鉄鉱)�(埼玉県)

�100,000～400,O00��1���104,058�����5.倶知安〃��64,666�(51%)�(褐鉄鉱)�(北海道)

�50,000～100,000��5���330,727�����6.赤谷ψ��62,151�(49%)�(赤鉄鉱)�(新潟県)

�10,000～50,OOO��13���192,292����������

�5,000山10,000����������7.徳舜瞥ψ��50,507�(47%)�(褐鉄鉱)�(北海道)

������㌉�����

�1,000～5,000��16���34,575�����8.赤金ψ��42,909�(63%)�(磁鉄鉱)�(岩手県)

�500山1,000��3���1,455�����9.国力ψ��41,968�(35%)�(合マンガン鉄鉱)�(北海道)

�500以下��1����29����10.上北ψ��39,000�(50%)�(縄鉄鉱)�(青森県)

第52表

日本の鉱鉄山の生産規模(ユ960)

←

第51表回本の鉄鉱床および

砂鉄鉱床の型式別

地方別生産量の比較

日本の主要鉄鉱山一覧表(1960)

第53表

日本の主要砂鉄鉱山一覧(1960)

���(単位:トン

砂鉄鉱山名�生産量(精鉱)�品位(Fe%)�地方別

1.東浪見鉱山�118,514�55%�(千葉)

2.神鋼淋代ク�ユ14,299�53%�(青森)

3.日曹飯岡･�90,302�56%�(千葉)

4.北海道国逢ψ�87,344�59%�(北海道)

5.北豊津･�67ゴ683�59%�(ク)

6.日曹三沢ク�50,09工�52%�(青森)

7.日曹野牛･�45,770�60%�(ψ)

8.天狗岳ψ�43,930�54%�(･)

9.川崎久慈カ�43,752�55%�(岩手)

10.岩屋ψ�41,165�54%�(青森)

(精鉱豆単位:トン,�����

生産規模別��鉱�山�数�総生産量

��〰���〰���㌲���

110,000-100,000���0�一�

ユ00,000-50,000���4�295,420�

50,000-10,000���32�8工0,654�

10,000一�5,000��18�134,310�

5三000一�1,000��24�69,442�

1,000�以下��26�6,502�

日本の砂鉄鉱山の生産規模(1960)

`単一位:トン〕

第54表

日本(鉄鉱万･砂鉄)

アジアおよび全世界

の鉄鉱石生産量推移秦

�国内鉄鉱石�国内砂鉄鉱����

隼代�(警有鉄墾)･1･�(蓼有鉄壁)…�(誓オ,鉄繋)･1･�(警辛､鉄餐〕…�アジア地域鉄鉱生産量�金世界鉄鉱生産量

ユ945�挫�1･6渕･92248%(792204)�一一�(l113燭…�8,8ユ6,O00�162.O00,O00

ユ946�414･27746%(191524)�555･99850%(277,999)�一�(撚1…�3,214.OOO�ユ53,500,000

ユ947�436･455{8琵(209498)�496･44051%(250,886〕�一�(13鰯…�3,301,O00�ユ86,.OOO,OOO

ユ948�(｡8;欄…�(｡l18欄…�^�(12鰯…�3,349,000�216,O00,000

1949.�(｡群6鰯.…�{｡11欄･1･�･�(ユ織子…�4,{34,000�218,000,O00

ユ950�機8麟…�(｡§15鰯･･竿�126･96744%55865〕.�(嬰1麟…�5,550,000�245,O00,O00

ユ95ユ�憾5嚇･1･�(｡l1鰯…�480･?0834%(ユ63欄)�(1窟5麟…�10,900,000�289,000,OOO

ユ952�憾鱗…�1ら111鰯…�731･14229%214864�322･OO056%_皿?9079�13,000,OOO�299,O00,OOO

ユ958�機8機､1･�1･140･31552%(603?92)�1･327･58728%(382､例)�(｡搬81…�ユ4,900.000�336,00010ΩO

���■■���

1954�ユ15仏??341%637湖)�1･13帥2952%(603脚)���18,300,000�302.O00,OOO

����協燭_竺･(21鰯脆･燃111･･τ(｡姦g蝦1…��

1955�繊11野…�983湖53%(595203〕���21,000,000�368,OOO,O00

ユ956�撚瀞･1･�1･086･08659%(575657)��灘111･!･1(｡;糊11…�24,198,000�388,282,OOO

ユ957�2･133･80335%(751060)�11153･05653%(曼ユ111量)���31,752,OOO�426.3651000

����(臓蝕ニエ･1上繊11.控総5繊1･･.(｡搬券…�一L''�

ユ958�徽錨…�ユ･176･05753%(695,255〕���47,235.OOO�398,4391000

1959�機2錨…�機1撒…�(撒瓢…1�憾闘…�讐1舳1㈹�

ユ960�2･731･14532%892513�1鮒繍…�11ヨ量葛塞一群1･･1�ユ靴8き2…�一;一�

〔アγア地域とはヒル}I巾圃喬港イ/ト

北蝶レバノンマラヤフイリビンゴア

である;

イランロ本i+膿芋

タイトルコの14カ国

(策柵本邦鉱菜の趨勢ムよびM■11匹r皿1筍w舳吐｡ol{カり�




